
（主な業務） 
酒類総合研究所は、「酒税の適正かつ公平な賦課の実現」及び「酒類業の健全な発達」を図

るという国税庁の任務のうち、高度に技術的な部分を分担し、国税庁との密接な連携の下で、

効果的・効率的に業務を実施しています。

分析・鑑定

酒類の課税判定や品質及び安全性の確保等のための分析・鑑定及び分析手法の開発

研究・調査

分析・鑑定等の理論的な裏付けとなる研究・調査

品質評価

品質及び酒造技術の向上をサポートする鑑評会の開催

講 習

酒類製造者を対象とした醸造講習の開催

 
 

独立行政法人酒類総合研究所の概要

（平成 年 月現在）

（名 称）

独立行政法人酒類総合研究所（ホームページ： ）

（目 的）

酒類に関する高度な分析及び鑑定を行い、並びに酒類及び酒類業に関する研究、調査及び情

報提供等を行うことにより、酒税の適正かつ公平な賦課の実現に資するとともに、酒類業の健

全な発達を図り、あわせて酒類に対する国民の認識を高めることを目的としています。

 
（沿 革）

明治 年、酒類の製造技術を科学的に研究する国立研究機関「醸造試験所」として大蔵省内

に設置され、昭和 年国税庁の開庁を契機に、国税庁の施設等機関である「国税庁醸造試験所」

に改組されました。

平成７年には、「国の行政組織等の移転について」（昭和 年閣議決定）により、東京都北区

から現在の広島県東広島市へ移転し、「国税庁醸造研究所」に名称を変更しました。

平成 年４月１日より独立行政法人に移行し、さらに平成 年４月１日からは非公務員型

の独立行政法人となっています。

なお、「独立行政法人改革等に関する基本的な方針」（平成 年 月 日閣議決定）を踏ま

え、日本産酒類の競争力を高めていくための業務の見直しを行い、平成 年４月から見直し後

の業務に取り組んでいます。

（所在地）

広島事務所

〒

広島県東広島市鏡山３丁目７番１号

℡ 代表

東京事務所

〒

東京都北区滝野川２丁目６番 号 
℡ 代表

 

経営革新計画等の制度の概要

 
 
中小企業を支援する各法律により、中小企業者による新商品の開発などの取組に対

して、低利融資、信用保証、補助金等の各種支援措置が用意されています。 
これらの支援措置を受けるためには、中小企業者が各法律に基づく事業計画を策定

し、国等の認定を受ける必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各事業計画の概要

地域産業資源活用事業計画（中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関す

る法律（中小企業地域資源活用促進法）） 
中小企業者が地域産業資源（産地の技術・地域の農水産品・観光資源）を活用した新商品・

新サービスの開発・市場化を図る計画 
例：西湘フルーツと伝統の酒造り技術を活用したリキュールの開発・販売（神奈川） 

地酒の酒粕を利用したチョコレート等の商品開発とブランド化（山形） 

経営革新計画（中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律（中小企業新事業活動促進法）） 
中小企業者等が単独又は共同して新商品や新役務の開発や提供等の新たな事業活動を通じ

て、相当程度の経営の改善を図る計画 
例：びん詰め時の火入れ方法の変更による高品質商品の製造（兵庫） 

プリペイド販売方式による酒類の量り売り（東京） 

農商工等連携事業計画（中小企業者と農林漁業者との連携による事業活動の促進に関する法律

（農商工等連携促進法）） 
中小企業者と農林漁業者が共同で新商品の開発等に取り組む計画 
例：富山県産古代米を活用した日本酒の開発と海外への販路開拓事業（富山） 

ワイン残渣を用いたメタボリック症候群予防食品の開発等（北海道） 
いちごを使った果実酒の開発等（栃木） 
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○ 酒類総合研究所の主な業務実績

■ 分析・鑑定業務の例

■ 研究・調査業務の例

麦芽比率の使用原料の分析【課税の適正化】

・ビール系酒類の多様化に伴う、原料の麦芽比率等の分析・鑑定の手法の開発

→麦芽比率により税率適用区分が異なるため、酒税調査に活用可能

酒類に使用された原材料の判別【表示の適正化】

・普通酒等と純米酒を判別するための分析・鑑定やその手法の開発

→純米酒へのアルコール添加事例など、不正な表示を解明

酒類等の放射性物質の分析等【酒類の安全性確保】

・放射性物質の分析と原料中の放射性物質が製品にどの程度残存するかの研究

→風評被害の防止、ＥＵの輸入規制解除に貢献

酒類の品目判定のための研究【課税の適正化】

・ビール系酒類の使用原料の判定について更なる研究を実施

→品目判定の精度の向上

酒類中の有害物質の低減法の開発【酒類の安全性の確保】

・焼酎に含まれるメタノールや酒類中に含まれるカルバミン酸エチルの低減方法の研究

→安全性の確保、メタノールの低減により台湾等の基準適合・輸出増

清酒酵母・麹菌のゲノム（遺伝子情報）解析【醸造に関する基礎的研究】

・大学等との共同研究により清酒酵母・麹菌のゲノムを解析

→酒類の安全性に関する研究等の基礎を解明
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